
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

中

津

宮

岡

正

重

さ

ん

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

協

生

石

山

恒

美

さ

ん

二
男
稔
ち
ゃ
ん
．

藤

之

原

山

崎

這

さ

ん

三
男
陽
平
ち
ゃ
ん

下
鹿
野
川
二
宮
秀
一
さ
ん

長
女
亜
紀
子
ち
ゃ
ん

上

敷

水

冨

永

幸

男

さ

ん

長
女
あ
か
ね
ち
ゃ
ん

栄

下

野

秀

典

さ

ん

長
男
崇
志
ち
ゃ
ん

共

発 行 肱川町広報委員会

'悩みは後継者問題

第 53号

昭和52年 9月
人 ロ ・男 2,017人

女 2,075人

計 4,092人

世帯数

1,105世帯

(52,8,31現在）

「
法
の
日

ヘ

L

週
間

十

月

日

岩
谷
の
中
心
地
は
県
道
沿
い

の
菟
野
尾
部
落
で
あ
る
。

昔
は
役
場
、
庄
屋
が
あ
り
旧

河
辺
村
の
中
心
街
で
あ
っ
た
。

役
場
跡
に
は
岩
谷
公
民
館
が
、

庄
屋
跡
に
は
岩
谷
小
学
校
構
堂

が
建
ち
、
水
泳
。
フ
ー
ル
と
運
動

場
が
併
設
さ
れ
、
夜
間
体
育
照

明
施
設
が
完
備
し
て
い
る
。

栗
の
集
荷
、
竹
の
子
の
加
工
、

販
売
工
場
、
商
店
が
あ
り
岩
谷

の
重
要
な
拠
点
と
言
え
る
。

こ
こ
に
は
松
島
神
社
（
恵
美

須
様
で
有
名
）
が
あ
り
近
隣
の

善
男
善
女
が
乙
亥
の
日
に
、
商

売
繁
盛
、
家
内
安
全
を
祈
り
、

参
拝
客
で
に
ぎ
わ
う
。

し
か
し
山
腹
の
農
家
は
時
代

の
流
れ
に
よ
り
人
口
、
生
徒
数

が
減
少
し
て
い
る
。

ー

十

月

七

日

戸数、 男女別人口、

地
区
の中

心
地

ー
菟
野
尾
ー

生徒数の比較

41 年 52 年
部 落別

戸数 男 女 計 戸数 男 女 計

下 敷水 20 50 45 95 17 28 32 60 

敷 水 30 73 69 142 - 28 49 64 113 

上 敷水 13 29 45 74 11 17 27 44 

下嵯峨谷 22 59 58 117 21 44 35 79 

上嵯峨谷 16 55 43 98 14 31 27 58 

菟野尾 28 78 57 135 24 31 43 74 

橡 の木瀬 5 10 10 20 6 10 ， 19 
小 計 134 354 327 681 121 210 237 447 

41年 52年

岩 谷小学校生徒数

103 34人

10年間に戸数はそれ程減少していないが

生徒数は30％前後に激減している。

岩
谷
地
区
は
地
名
の
通
り
谷

間
の
多
い
所
で
、
山
腹
に
農
家

が
点
在
し
、
昔
の
大
家
族
的
農

業
か
ら
出
か
せ
ぎ
、
日
一
雇
、
建

設
労
働
者
の
兼
業
農
家
が
多
く
‘

専
業
農
家
は
数
え
る
程
し
か
な

、。
し

過
去
の
不
安
定
農
業
を
踏
台

と
し
て
適
地
適
作
農
業
で
あ
る

栗
、
し
い
た
け
、
煙
草
、
養
蚕
、

養
豚
、
林
業
経
営
を
行
い
、
先

祖
代
々
の
土
地
を
守
っ
て
、
変

動
す
る
時
代
を
切
り
ぬ
け
て
い

る。
町
、
農
協
、
森
林
組
合
等
の

指
導
に
よ
り
各
部
落
へ
農
道
、

林
道
が
通
じ
、
谷
間
の
農
業
経

は
次
第
に
合
理
化
、
機
械
代
が

進
ん
で
い
る
。

し
か
し
若
い
人
達
は
生
活
の

為
都
会
へ
転
出
し
、
次
第
に
老

令
化
農
業
を
余
儀
な
く
し
て
い

る
。各

部
落
共
二
、
三
軒
は
町
内
、

町
外
に
移
転
し
て
い
る
現
状
で
、

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
農
業
、

心
豊
か
な
農
業
経
営
に
よ
り
、

若
い
後
継
者
が
喜
ん
で
生
活

出
来
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

い
ち
じ
る
し
い

．

児
童
の
減
少

橡
の
木
瀬

は
戸
数
は
少

な
い
が
栗
の

集
荷
地
で
あ

り
、
商
店
が

あ
っ
て
河
辺

村
に
近
い
。

全
国
で
も

珍
ら
し
い
河

辺
小
学
校
が

肱
川
町
分
に

建
て
ら
れ
て

い
た
か
、
今

年
四
月
一
日
か
ら
廃
校
と
な

っ

こ
。

f
 歴

史
の
古
い
本
願
寺
が
山
腹

に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

大
同
元
年
（
西
歴
八
〇
六
年
）

空
海
上
人
の
真
言
宗
の
伝
道
と

河辺村ととなり合せ

岩
谷
地
区
み
て
あ
る
記

昔
の
人
達
は
低
い
所
に
家
を
建
て
な
か
っ
た
」
。

先
祖
代
々
の
生
活
の
知
恵
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

水
害
、
そ
の
他
の
災
害
の
少
な
い
日
当
り
の
良
い
所
を

選
ん
だ
の
で
あ
る
。

今
は
低
い
便
利
な
所
に
家
が
集
ま
り
、
水
害
、
崖
く
ず

れ
等
で
集
団
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。

今
月
は
山
の
頂
上
ま
で
道
路
を
通
し
、
豊
か
な
生
活
を

目
指
す
谷
間
の
岩
谷
地
区
を
訪
ね
ま
し
た
。

一橡の木瀬と嵯峨谷一

法泉寺 （下嵯峨谷）

給
餌
、
給
水
、
糞
尿
処
理
が

毎
日
三
十
分
で
済
ま
せ
る
石
田

自
動
化
進
む

養
豚
業

共
に
弘
法
大

師
が
御
開
創
‘

ダ
ケ岳

山
の
寺
屋

地
（
現
在
寺

岡
氏
所
有
）

に
本
願
寺
を

建
立
、
以
後

下
嵯
峨
谷
の

法
泉
寺
、
上

嵯
峨
谷
の
本

願
寺
と
現
在

地
に
移
築
し

て
四
回
目
の

建
立
で
あ
る
。

嵯
峨
谷
は

当
時
嵯
峨
天

皇
が
大
同
四

年
か
ら
十
四

年
間
摂
政
さ

れ
た
時
代
で

あ
り
、
嵯
峨

谷
は
い
わ
れ

の
あ
る
地
名

で
あ
ろ
う
。

封
建
時
代

よ
り
岩
谷
、

河
辺
の
人
達

は
、
本
顆
寺

を
中
心
に
生

活
し
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

以
上
の
様
に
上
、
下
嵯
峨
谷

は
宗
教
上
の
地
理
に
囲
ま
れ
た

土
地
で
あ
り
、
現
在
は
粟
、
煙

草
、
し
い
た
け
の
生
産
と
養
豚
が

中
心
で
あ
る
。

岳
山
の
昔
弘
法
大
師
が
訪
れ

た
地
跡
に
岳
山
石
鎚
神
社
の
建

立
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
殿
様
の
休
ま
れ
た

「
か
ご
た
て
ば
」
が
あ
り
、
近

い
将
来
保
養
セ
ン
タ
ー
と
共
に

観
光
地
と
し
て
の
林
道
の
開
発

が
望
ま
れ
て
い
る
。

i4-

。

]
,
t

式
養
豚
畜
舎
は
、
自
動
豚
糞
尿

巻
取
ベ
ル
ト
に
よ
り
、
糞
と
尿

を
別
々
に
十
数
分
の
時
間
で
一

日
分
を
処
理
出
来
る
。

冬
は
寝
る
処
に
ヒ
ー
タ
ー
設

備
を
し
て
保
温
肥
育
し
、
死
亡

率
を
少
な
く
す
る
等
の
利
点
の

多
い
経
営
に
す
る
た
め
の
工
事

が
進
行
し
て
い
る
。

望
ま
れ
る

汚
染
防
止

全
町
に
影
響
の
あ
る
問
題
と

し
て
、
養
豚
施
設
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
、
県
、
町
の
公
害
‘

汚
染
防
止
対
策
補
助
を
部
落
民

は
望
ん
で
い
る
。

―

ニ

ペ

ー

ジ

ヘ

つ

づ

く

一

ヘ

現在の本願寺 （橡の木瀬） 前本願寺

集
音
マ
イ
ク

0

大
会
新
記
録
ゾ
ク
ゾ
ク

誕
生
、
チ
ピ

ッ
子
ク
ロ
ン

ボ
が
、
日
頃
の
練
習
成
果

を
十
分
に
発
揮
。

(
8
.

5
郡
内
小
学
校
水
泳
教
室
）

〇
い
つ
も
は
、
車
が
い
っ
ぱ

い
の
道
も
、
今
日
は
、
我
も

の
顔
。
一
日
歩
行
者
天
国
で

夏
を
行
く
。
ビ

ッ
ク
リ
市
、

ス
リ
ラ
ー
館
等
々
、
ド
ド
ー

ン
、
ド
ド
ー
ン
と
夜
空
を
焦

が
し
、
夏
も
終
り
に
。
（
鹿

野
川
夏
ま
つ
り
、

8
、
7
)

0

「
ナ
ン
ト
、
こ
こ
ら
の
道

は
悪
い
な
ァ
ー
、
ま
だ
肱
川

の
道
路
が
エ
エ
ゾ
ナ
」
「
し

か
し
、
こ
の
ダ
ム
は
、
鹿
野

川
ダ
ム
よ
り
大
き
い
ワ
イ
」

今
後
の
、
肱
川
産
業
の
発

展
対
策
は
、
（
議
会
産
業

委
員
会
、
徳
島
、
高
知
県

を
視
察
。

8
、

11
ー

13)

0

「
キ
オ
ッ
ケ
ー
」
、
「
マ

ワ
レ
ー
、
右
」
。
き
び
き

び
し
た
号
令
の
も
と
、
汗

だ
く
で
、
新
し
い
ポ
ン
。
フ

操
法
に
取
り
組
む
。
「
ウ

ー
ン
、
こ
れ
な
ら
、
も
し

も
の
時
も
、
大
丈
夫
だ
ナ
LO

消
防
団
員
さ
ん
、
ご
く
ろ

う
さ
ん
（
消
防
団
夏
季
幹

部
訓
練
実
施
、

8
.
1
6
)

0

「
牛
の
糞
、
豚
の
糞
も
、

ク
サ
イ
、
ク
サ
イ
、
言
う

だ
け
じ
ゃ
な
し
に
、
も
っ

と
う
ま
い
具
合
に
、
使
っ

て
見
よ
う
ャ
。
」
新
案
誕

生
か
？
。
（
土
づ
く
り
対

策
事
業
検
討
会
、

8
.
1
9
)

〇
弘
法
の
教
え
を
学
ぴ
、
四

国
路
を
行
く
団
体
さ
ん
。
楽

し
い
旅
で
し
た
。
友
達
も
出

来
ま
し
た
。
（
公
民
館
、
お
四

国
学
級
出
発
、
第
一
陣
、

8
、

22
ー
第
二
陣
、

8
、
29
ー）

｀
． --... 、
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環
境
整
備
進
む

ー
敷
水
—

下
敷
水
の
カ
ラ
岩
谷
で
た
＜

さ
ん
の
獣
骨
等
が
発
見
さ
れ
、

む
か
し
、
鹿
が
敷
水
の
山
野
を

か
け
め
ぐ
り
、
農
民
が
鹿
狩
り

を
し
て
い
た
様
子
が
想
像
さ
れ

る
。現

在
の
河
辺
村
に
通
じ
る
県

道
は
昔
は
な
く
て
、
山
腹
に
人
、

牛
の
通
る
往
還
を
通
っ
て
物
資

を
は
こ
ん
で
い
た
。

そ
の
時
代
を
考
え
る
と
夢
の
様

な
話
し
で
あ
る
。

敷
水
部
落
は
山
の
中
腹
に
集

.

.
 A

.
 

9
,
 

な
？
―

『

i

落
し
て
い
て
、
道
路
の
舗
装
は

完
備
し
て
い
る
か
、
農
家
の
殆
―

ん
ど
は
出
か
せ
ぎ
、
日
雇
、
建

設
労
働
者
等
が
多
く
、
副
業
に

栗
を
生
産
し
て
い
る
状
態
で
あ

る。
生
活
様
式
は
近
代
的
と
な
り
、

家
の
新
築
、
改
築
も
進
ん
で
い

る。
上
敷
水
の
道
路
を
登
る
と
、

ま
っ
白
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
石
垣

が
見
え
て
谷
間
の
道
路
工
事
の

む
つ
か
し
さ
が
う
か
が
え
る
。

谷
の
奥
の
農
家
ま
で
は
ま
だ
道

が
出
来
て
い
な
い
。

土
地
を
所
有
し
て
い
て
も
、

子
供
が
都
会
に
出
て
い
る
た
め
、

年
老
い
て
か
ら
転
出
を
予
儀
な

く
さ
れ
た
り
、
不
便
な
為
に
便

利
な
国
道
、
県
道
に
近
い
所
へ

出
て
行
く
等
、
転
出
す
る
理
由

は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る
が
、
も

う
こ
れ
以
上
部
落
を
離
れ
ず
生

活
す
る
方
法
は
な
い
も
の
か
。

時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、
若
い

人
達
が
一
時
的
に
都
会
へ
出
て

も
後
継
者
と
し
て
喜
こ
ん
で
帰

郷
し
農
業
経
営
に
従
事
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
の
土
地
で
豊
か
な
生
活

が
し
た
い
、
余
生
が
送
り
た
い
‘

息
子
と
生
活
が
し
た
い
と
希
望

さ
れ
る
農
家
が
多
い
。

そ
れ
に
は
農
業
収
入
以
外
の

兼
業
農
家
に
必
要
な
働
く
職
場

~~ 
.
4
 

道路の現況 S. 52. 7. 1現在

種別 肱川町 岩谷地区
音B 存 ; 月IJ 戸1 猷｛

下敷水敷水上敷水下嵯峨谷上嵯峨谷菟野尾橡の木瀬

l 町`道 119,901 16,591 800 2,322 1,300 6,361 5,282 175 351 

農道 60,363 8,182 1,966 450 5,766 

林道 20,863 6,120 1,150 4,970 

計 201,127 30,893 800 2,322 3,266 7,511 5,732 10,911 351 
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中

で
あ
る
工
場
等
の
誘
致
を
具
体

的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

山
間
地
農
業

と
道
路

敷
水
の
道
路
は
既
に
舗
装
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
道
路

も
補
装
が
必
要
な
こ
と
は
勿
論
、

林
道
の
延
長
が
望
ま
れ
て
い
る
。

一
部
は
現
在
も
部
落
道
の
工
事

が
進
行
中
で
あ
り
、
早
く
完
成

し
て
豊
か
な
農
業
経
営
と
機
械

化
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
完

全
な
道
路
を
目
指
す
必
要
が
あ

る。
谷
間
の
た
め
に
、
曲
り
道
が

多
く
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

と
迷
路
を
解
消
す
る
た
め
の
道

路
案
内
標
識
等
の
改
善
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

位単

八
月
十
七
日
臨
時
議
会
が
招

集
さ
れ
、
次
の
案
件
が
審
議
さ

れ
て
、
原
案
ど
お
り
決
定
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
議
会
に
喜
多
郡

内
の
町
村
議
会
正
副
議
長
さ
ん

全
員
が
、
傍
聴
に
来
ら
れ
て
熱

心
に
研
修
を
さ
れ
ま
し
た
。

◎
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
。

こ
れ
は
町
の
各
機
関
の
委
員

さ
ん
が
、
公
務
中
の
事
故
の
場

合
に
、
補
償
等
支
給
す
る
額
の

改
定
を
し
た
も
の
。

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
使
用
料

． 

給
食
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、

物
価
に
対
応
す
る
た
め
、
九
月

分
か
ら
使
用
料
が
改
め
ら
れ
る
。

一
食
当
り
、
小
学
生
以
下
は

百
三
十
円
が
百
四
十
円
に
、
中

学
生
は
百
四
十
円
か
百
五
十
円

に
な
り
ま
す
。

月
額
概
算
は
、
小
学
生
以
下

は
二
千
円
が
二
千
二
百
円
に
、

中
学
生
は
二
千
二
百
円
が
二
千

四
百
円
に
な
り
ま
す
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
。

二
千
万
円
以
上
の
工
事
請
負

契
約
は
、
議
会
の
議
決
か
い
り

ま
す
が
、
今
回
は
二
件
の
契
約

に
つ
い
て
議
決
を
し
ま
し
た
。

郡
内
の
正
副
議
長
が
傍
聴

臨
時
町
議
会

3人に1人は急病
救急業務の状況

言
~
｀
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予

子

林

造京r
 

人
は
誰
で

も
、
災
害
や

事
故
に
よ
っ

て
、
負
傷
し

た
り
急
病
に

よ
っ
て
生
命

に
危
機
感
が

あ
る
と
き
は
‘

で
き
る
だ
け

す
み
や
か
に

医
師
の
診
察

と
治
療
を
受

け
た
い
と
い

う
切
実
な
要

求
を
も
っ
て

い
ま
す
。

（表
1
)

は
、
各
年
の

岩谷地区略図

房

、．

山

1
:
 ．
． 
さ
｀

＊

一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
救
急
車

出
動
件
数
一
覧
表
で
す
。

次
に
、
休
日
、
夜
間
に
何
回

出
動
し
て
い
る
か
を
み
る
と
、

（表
2
)

の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。表

1
で
は
、
急
病
が
も
っ
と

も
多
く
、
つ
い
で
交
通
事
故
‘

一
般
負
傷
、
そ
の
他
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
休
日
、
夜
間
に
お
け
る

出
動
状
況
も
、
表
2
の
よ
う
に
、

急
病
、
交
通
事
故
、
一
般
負
傷

の
順
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
の

三
分
の
一
が
、
急
病
と
な
っ
て

い
ま
す
。

夜
間
の
急
病
の
中
で
、
よ
く

気
を
つ
け
て
お
れ
ば
、
前
日
か

あ
る
い
は
、
当
日
も
早
い
う
ち

に
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ

る
も
の
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

お
た
が
い
気
を
つ
け
あ
っ
て

変
だ
な
と
感
じ
た
ら
、
す
み
や

か
に
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
救
急
車
の
出
動
を
依
頼

さ
れ
る
時
は
次
の
点
を
特
に
た

A
9
 

し
か
め
て
連
絡
し
て
下
さ
い
。

一
、
ど
こ
の
誰
が
、
ど
ん
な

病
気
、
ケ
ガ
で
、
今
ど
の
よ
う
な

状
態
か
、
何
人
い
る
の
か
、
事

故
の
程
度
を
く
わ
し
く
。

二
、
要
請
、
通
報
し
て
い
る

人
は
誰
か
。

三
、
事
故
の
発
生
し
た
場
所

は
、
大
き
な
目
標
が
あ
れ
ば
‘

そ
れ
を
知
ら
せ
る
。

四
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
役

場
町
民
課
へ
（
電
話
二
三
一
―

番）
田
嘉
城
道
路
舗
装
工
事

契
約
金
額
三
千
三
百
三
十
万

円
で
、
愛
媛
舗
装
株
式
会
社
。

図
敷
水
下
線
新
設
工
事

契
約
金
額
二
千
百
四
十
万
円

で
、
肱
川
建
設
工
業
株
式
会
社
。

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

歳
入
歳
出
と
も
に
三
十
四
万

四
千
円
を
減
額
し
て
、
予
算
総

額
三
千
九
百
八
十
四
万
七
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◎
議
会
の
議
決
に
付
す
ぺ
き
契

約
等
の
一
部
改
正
。

法
の
改
正
に
伴
い
、
契
約
額

が
三
千
万
円
以
上
と
な
っ
た
の

で
、
当
町
で
は
八
月
二
十
日
か

ら
三
千
万
円
と
定
め
た
。

（表 1) 出動件数 (1月～ 7月）

急病 交通事故 一般負傷 労働災害 火災水難 運動競技 その他 計

51年 14 
件 件 件 件 件 件 件3/ 5 8 1 

゜゜
2 

52年 13 7 6 4 

゜゜
6 36 

その他……転医、ねたきり病人等

「
大
切
に
」
運
動

だ
よ
り

（表 2) 休日、夜間における出動状況

急病 交通事故 一般負傷 労働災害 火災水難 運動競技 その他 計

51年 10件
件 件 件 件 件 件』3 5 1 

゜
1 

゜5碑 5 7 4 

゜゜゜
1 14 

。休日とは、日曜日、祝日、年末年始の休日の午前 7時から
午後 7時まで

。夜間とは‘午後 7時から翌日の午前 7時まで

産
業
の
振
興
お
よ
び
開
発
に

ー林
の
管
理
、
青
年
農
業
者
及
び

□
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
み
な
中
核
農
家
の
育
成
、
狩
猟
な
ど

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
農
林
に
関
係
す
る
こ
と
を
担
当
し
て

業
、
商
工
業
が
発
展
す
る
よ
う
お
り
、
又
農
業
委
員
会
事
務
局

お

願

い

し

ま

す

。

も

兼

務

し

、

農

地

法

に

関

す

る

企
画
経
済
課
が
六
月
一
日
よ
こ
と
、
農
業
後
継
者
に
対
す
る

り
企
画
広
報
課
と
産
業
開
発
課
結
婚
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

と
に
わ
か
れ
て
か
ら
三
ヶ
月
が
ま
す
。

た
ち
ま
し
た
。

商
工
観
光
係
は
、
商
工
業
の

産
業
開
発
課
に
は
、
開
発
係
、
振
興
、
観
光
、
計
量
法
に
関
す

農
林
振
興
係
（
農
業
委
員
会
）
、
る
こ
と
、
商
工
業
の
団
体
育
成

商
工
観
光
係
の
三
つ
の
係
が
あ
水
産
業
に
関
す
る
こ
と
、
漕
艇

り
ま
す
。

競
技
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

仕

事

の

内

容

産

業

開

発

課

は

農

業

、

林

業

、

開
発
係
は
町
民
の
方
々
の
協
商
工
業
者
の
方
々
に
直
接
関
係

力
を
得
て
、
各
産
業
の
開
発
そ
す
る
課
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

し
て
小
規
模
基
盤
整
備
事
業
、
ご
利
用
ま
た
ご
指
導
た
ま
わ
り

椎
茸
生
産
対
策
事
業
、
高
齢
者
ま
す
よ
う
お
顧
い
い
た
し
ま

林
産
物
事
業
な
ど
を
担
当
し
て
す
。

い

ま

す

。

課

員

は

上

田

課

長

を

中

心

と

農
林
振
興
係
は
、
農
林
業
の
し
て
五
人
の
職
員
が
お
り
ま
す
。

一
般
奨
励
、
制
度
融
資
、
町
有

十
月
の
目
標
は

●
す
こ
や
か
な
か
ら
だ

（
体
を
き
た
え
よ
う
）
最
近

太
り
す
ぎ
た
り
、
体
力
か
お
と

ろ
え
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
は

と
ん
ど
は
、
栄
養
の
と
り
す
ぎ

や
運
動
不
足
な
の
で
す
。

体
力
を
つ
け
る
と
は
、
「
自

分
に
あ
っ
た
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
、
自
分
に
適
し

た
休
養
を
生
活
の
中
に
と
り
入

れ
る
」
こ
と
で
す
。

（
仲
間
に
入
ろ
う
）
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
に
な
り
、
各
地
区
で
い

ろ
い
ろ
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

各
種
行
事
、
グ
ル
ー
プ
や
サ

ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

（
町
を
き
れ
い
に
）
私
た
ち

の
町
は
、
最
近
特
に
き
れ
い
に

な
っ
た
と
、
町
を
訪
れ
た
人
た

ち
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
を
き
れ
い

に
す
る
”
こ
こ
ろ
“
を
忘
れ
ず

r

よ
り
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

産
業
開
発
課

・・ • ... 
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戦時中に建てられた仁尾町役場

ーやがて埋立地へ移転一

蘭

町
議
会
総
務
委
員
会

仁
尾
町
・
財
田
町
を
視
察

）
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
間

3
 

（
 

21

の
日
程
で
、
積
立
て
て
い
た
資

9
金
を
利
用
し
て
消
防
行
財
政
等

．
で
全
国
町
村
会
の
表
彰
を
受
け

2
 て

い
る
香
川
県
三
豊
郡
仁
尾
町
、

5
 財

田
町
の
両
町
を
視
察
研
修
し

こ。t
 研

修
旅
行
に
は
、
岡
村
総
務

委
員
長
他
、
中
野
、
福
山
、
和

気
、
松
本
、
堀
川
各
委
員
と
役

場
か
ら
収
入
役
以
下
関
係
課
長

等
一
行
十
人
が
参
加
し
た
。

観
音
寺
駅
か
ら
バ
ス
で
三
十

分
仁
尾
町
に
つ
く
。

仁
鬼
阿

仁
尾
町
は
、
全
国
的
に
も
降

雨
量
が
少
な
く
、
太
陽
熱
発
電

研
究
所
建
設
（
後
述
）
の
候
補

地
だ
け
に
暑
さ
は
酷
し
い
。

案
内
さ
れ
た
役
場
二
階
の
会

議
室
は
、
和
室
で
、
天
井
で
は

大
き
な
プ
ロ
ペ
ラ
か
ゆ
っ
く
り
回

り
暑
さ
を
ま
ぎ
ら
わ
し
て
く
れ
た
。

こ
こ
で
議
会
も
開
か
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

助
役
や
関
係
課
長
か
ら
、
仁

尾
町
の
概
要
に
つ
い
て
親
切
な

設
明
を
受
け
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
仁
尾
町
は
、

面
積
一
五
、
八

0
平
方
キ
ロ
（
当

町
の
四
分
の
一
）
、
人
口
は
、
八
、

一
五
四
人
で
当
町
の
二
倍
で
、

こ
こ
数
年
殆
ん
ど
増
減
が
な
い
。

無
霜
地
帯
で
、
み
か
ん
、
花

き
（
主
に
菊
）
、
イ
チ
ゴ
等
が
盛

ん
な
町
で
あ
る
。

（
財
政
）

農
構
事
業
も
終
え
、
五
一
年

度
決
算
で
は
自
主
財
源
が
二
九

％
を
占
め
る
な
ど
財
政
は
堅
実

で
あ
る
。

し
か
し
、
五
十
二
年
度
予
算

で
は
、
十
七
号
台
風
に
よ
る
災

害
復
旧
事
業
費
が
全
体
の
四
分

の
一
を
占
め
、
さ
ら
に
香
川
用

水
畑
か
ん
事
業
（
二
五
億
円
）
、

四
国
横
断
高
速
道
路
と
の
接
続

道
の
建
設
（
五

0
億
円
）
な
ど

の
計
画
が
あ
り
、
「
事
業
は
こ
れ

か
ら
」
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

な
か
で
も
製
塩
法
の
改
正
に
よ

一

ー
り
廃
止
と
な
っ
た
塩
田
跡
地
五

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
埋
立
工
事
が

町
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
通
産
省
の
太
陽

熱
発
電
研
究
所
（
事
業
費
六
〇

億
円
）
が
建
設
さ
れ
る
計
画
で

あ
る
。
片
隅
に
は
、
す
で
に
し

尿
焼
却
処
理
施
設
（
全
国
第
一

号
）
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
さ
ら

に
企
業
誘
致
の
た
め
の
用
地
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。

（
消
防
）

広
域
消
防
に
加
入
し
て
お
り
、

団
員
は
わ
ず
か
―
―
四
人
（
当

町
は
二
三
七
人
）
で
あ
る
。

消
火
器
の
普
及
推
進
な
ど
、

予
防
消
防
に
努
め
て
い
る
と
い

゜
、つ

仁
尾
町
で
の
研
修
を
終
え
、

次
の
目
的
地
財
田
町
へ
向
う
。

詫
間
町
、
善
通
寺
を
経
て
、

琴
平
町
で
第
一
夜
は
明
し
た
。

翌
早
朝
金
刀
比
羅
宮
を
参
拝

し
、
午
前
十
一
時
財
田
町
着
。

胃
財
田
町
は
面
積
、
人
口
、
産

業
形
態
等
肱
川
町
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
し
か
し
、
山
は
低
く

平
地
が
多
く
地
形
は
異
る
。

十

月

十

六

日

ー

十

月

＿
十

一日

こ
の
町
も
、
雨
量
は
少
な
く

気
温
は
高
い
。

役
場
周
辺
は
、
農
家
ば
か
り

で
飲
食
店
も
な
い
。

や
っ
と
み
つ
け
て
、
「
さ
ぬ
き
う

ど
ん
」
の
大
盛
に
あ
り
つ
い
た
。

学
校
跡
（
現
中
央
公
民
館
）

の
会
議
室
へ
案
内
さ
れ
た
。
数

台
の
扇
風
機
が
さ
か
ん
に
首
を

振
っ
て
い
る
が
汗
は
止
ま
ら
な

い
。
こ
こ
で
議
会
も
開
か
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。

．こ
の
町
で
も
、
議
長
、
助
役
、

収
入
役
、
教
育
長
、
総
務
課
長
、

事
業
課
長
か
ら
親
切
な
説
明
を

受
け
た
。

（
議
会
）

議
会
活
動
が
活
発
で
、
常
任

委
貝
会
の
他
、
水
道
建
設
事
業

特
別
委
員
会
、
議
会
広
報
、
利

水
対
策
、
交
通
安
全
、
町
有
地

対
策
等
の
各
特
別
委
員
会
が
置

か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
議
会
だ
よ
り
が
年
四
回
発

行
さ
れ
て
い
る
。

（
自
治
会
と
公
民
館
）

財
田
町
で
は
、
各
部
落
に
統

一
さ
れ
た
自
治
会
会
則
が
あ
り
、

自
治
会
連
合
会
が
、
住
民
と
町

役
場
の
連
絡
調
整
を
は
か
っ
て

行

政

相

談

週

間

学校統合で廃校となった校舎が

財田町役場になっている 。

・乙ごう

「水道は」、「老人いこいの家は」とあつい研脩

ー財田町中央公民館にて一

い
る
。公

民
館
は
、
部
落
公
民
館
と

中
央
公
民
館
が
直
結
し
、
当
町

の
よ
う
な
分
離
は
な
い
。

情
報
を
交
換
し
て
い
る
う
ち
、

当
町
の
自
治
会
や
公
民
館
の
良

さ
が
認
め
ら
れ
、
関
係
資
料
の

送
付
依
頼
を
受
け
た
。

（
水
道
）

財
田
町
で
は
、
三
ヶ
年
計
画

で
全
戸
給
水
の
た
め
の
簡
易
水

道
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

二
ヵ
所
の
水
源
池
を
結
び
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
、
自
然
流
下

で
約
一
、

0
0
0
戸
に
配
水
す

る
計
画
で
あ
る
。

事
業
費
は
、
当
初
四
億
円
を

見
込
ん
で
い
た
か
、
完
成
を
待

た
ず
、
す
で
に
六
億
五
千
万
円

に
達
し
て
い
る
。

当
町
に
も
簡
易
水
道
建
設
の

計
画
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
も

の
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
財
田
町
で
は
高
低

差
八
〇
訂
程
で
あ
り
立
地
条
件

の
異
は
あ
る
。

（
消
防
）

財
田
町
も
広
域
消
防
に
加
入

し
、
団
員
は
一
五
八
人
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
予
防
消
防
を
推
進

し
、
火
災
は
少
な
く
、
非
常
勤

団
員
に
対
す
る
期
待
感
が
強
い
。

暑
い
な
か
、
肱
川
町
政
の
糧

を
求
め
て
三
時
間
、
第
二
日
目

の
研
修
を
終
え
て
帰
途
に
つ
い

こ。t
 そ

こ
が
つ
け
目

：くらしの指標(1)

戦前・戦後のライフ・サイクルを比べると……

●寿命が延ぴたため。

子どもの結婚・退職後の期間が長〈なった。

●出生児数が少なくなったため。

育児の手が離れた後の妻の時間が長〈なった。

この変化が国民の〈らし方にいろいろ影響をもたらします。

戦前

（昭 15)
I 

夫

（その模様を表す「くらしの指標」を今月号から約 1年にわ

たって図示してみましょう。）

標準的な夫婦のライフ・サイクル

旧中学卒□―ロ口尺

現 在

夫

因

631:ご

□[78

平均 2人出産

1)昭和49年度「国民生活白書」によりました。

2)「死亡年令」は、男25オ、女20オの平均余命に＇ょっています。

「末子就職」は、戦前は 1日中卒、戦後は大学卒としてあります。

「末子結婚」年令は、男女の平均を用いてあります。

^ 

る出 ー せ出い あき態
かて手ん 血 る に る わ
‘いを°‘場じ手め出ち

で落ピうi医函
消る清 生合む当に血つ令驚時血の
毒所潔 命はょをっしぃ くで管は出

ガをに に‘う し

l指し 別毛に
てえてて こ多ぎょ、農

＜ 
でい‘

ゼでて 状細血 ‘るど
丘く度ほた

のにどめ
をお‘ あ血が

fゞ あ
さ
-効かん 場切大に

当さ血 り 管 出 い 果 を な 〗合つぎ死
てえの まのて。の見状 せ たいぬ

傷
で
出
血
し
た

と
き
の
止
血
法

て
、
そ
の
上
か
ら
指
で
強
く

お
さ
え
る
圧
迫
止
血
法
を
。

黒
ず
ん
だ
血
が
わ
く
よ
う

に
出
て
い
る
場
合
は
、
静
脈

出
血
、
圧
迫
止
血
法
で
よ
い

の
で
す
が
、
出
血
量
が
多
か

っ
た
り
、
出
血
場
所
が
何
個

所
も
あ
る
よ
う
な
と
き
は
、

き
れ
い
な
布
や
ガ
ー
ゼ
で
傷

の
部
分
を
お
お
い
、
そ
の
上

か
ら
包
帯
を
巻
い
て
医
師
の

手
当
を
受
け
ま
す
。

鮮
血
が
脈
打
つ
ご
と
に
吹

出
て
い
る
の
は
、
動
脈
出
血
゜

こ
れ
は
生
命
に
か
か
わ
る

危
険
な
出
血
で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
出
血
で
も
、

早
く
医
師
に
連
絡
す
る
こ
と
。

静
脈
出
血
と
同
様
の
応
急

手
当
て
を
し
、
頭
を
低
く
し

て
寝
か
せ
ま
す
。
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花
隊

‘‘ 
ヽ

道
路
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、

路
傍
に
草
花
の
咲
く
光
景
が
み

ら
れ
ま
す
。

ま
こ
と
に
、
ほ
ほ
え
ま
し
い

姿
で
あ
り
、
ま
た
ド
ラ
イ
バ

ー

の
疲
れ
を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

毎
年
、
春
秋
二
回
に
わ
た
り
実

施
し
て
い
る
道
路
愛
護
デ
ー
も

「
大
切
に
運
動
」
と
相
ま
っ
て
定

着
化
し
つ
つ
あ
り
、
よ
ろ
こ
ば

し
い
限
り
で
す
。

秋
の
道
路
愛
護
デ
ー
を
十
月

十
六
日
に
実
施
し
ま
す
。

路
面
、
側
溝
の
整
備
、
路
側

の
草
刈
り
は
勿
論
で
す
か
、
今

年
は
、
特
に
、
通
行
上
の
支
障

と
な
る
竹
木
の
除
去
を
璽
点
に

実
施
し
た
い
考
え
で
す
。

支
障
木
の
中
に
は
栗
の
枝
か

多
く
を
占
め
て
お
る
よ
う
で
す
。

栗
は
個
人
に
は

「
大
切
な
金

の
な
る
木
」
で
す
が
、
道
路
は
、

更
に
大
切
な
「
大
衆
の
為
の
も

の
」
で
す
。

秋
の
栗
拾
い
が
終
っ
た
ら
垂

れ
枝
の
除
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

又
、
道
路
に
廃
車
の
放
置
か

ふ
え
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
心
あ
た
り
の
方
は
‘

早
急
に
撒
去
し
て
く
だ
さ
い
。

十
月
中
旬
は
、
秋
の
農
繁
期

で
お
忙
し
い
時
期
で
す
か
、
一

日
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

花
婿
を

お
世
話
し
ま
す

近
隣
町
村
及
び
県
内
外
に
就

職
さ
れ
て
い
る
方
々
に
も
よ
び

か
け
を
し
て
、
年
一
、
二
回
帰

省
さ
れ
る
時
を
機
会
に
親
睦
会

も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

秘
密
は
絶
対
に
守
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

、。
し

尚
詳
し
い
こ
と
は
農
業
委
員

事
務
局
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

事
業
所
得
者
や
不
動
産
所
得

者
な
ど
で
確
定
申
告
に
よ
り
納

誓

れ

た

方

に

は

、

す

で

蒻

秋

の

交

通

別

減

税

に

よ

る

‘

還

付

請

求

で

土

ス

ム

ニ

宰

亭

酌

却

き

る

金

額

を

お

知

ら

せ

し

て

あ

今

年

も

九

月

二

十

一

日

か

り
ま
す
が
、
お
知
ら
せ
に
同
封
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
十
日
間

し
た
「
還
付
請
求
書
」
の
提
出
全
国
い
っ
せ
い
に
、
秋
の
交
通

は

お

済

み

で

し

ょ

う

か

。

安

全

運

動

が

行

わ

れ

ま

す

。

ま

だ

お

済

み

で

な

い

方

は

、

今

回

の

運

動

は

‘

早
く
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
一
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

さ

い

。

提

出

方

法

は

郵

送

で

も

特

に

子

ど

も

と

老

人

の

事

故

差

し

支

え

あ

り

ま

せ

ん

。

防

止

。

農

業

委

員

会

で

は

、

農

業

後

な

お

、

還

付

請

求

書

に

は

、

二

、

シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推

継

者

の

皆

さ

ん

に

、

花

嫁

、

花

受

取

郵

便

局

名

を

記

入

し

‘

進

゜

婿

を

お

世

話

す

る

目

的

で

五

十

氏

名

の

と

こ

ろ

に

押

印

し

て

く

三

、

夜

間

に

お

け

る

交

通

事

故

一

年

十

一

月

に

結

婚

相

談

所

を

だ

さ

い

。

の

防

止

。

開

所

し

現

在

に

致

っ

て

い

ま

す

。

提

出

後

し

ば

ら

く

し

ま

す

と

、

四

、

道

路

を

広

く

美

し

く

使

う

構

成

は

十

四

名

の

農

業

委

貝

税

務

署

か

ら

還

付

金

の

「

支

払

運

動

の

推

進

。

さ

ん

と

、

九

名

の

結

婚

相

談

委

通

知

書

」

を

お

送

り

し

ま

す

の

を

重

点

に

県

民

総

ぐ

る

み

の

運

員

さ

ん

で

構

成

さ

れ

て

お

り

、

で

、

こ

れ

に

よ

っ

て

郵

便

局

で

動

を

展

開

す

る

こ

と

に

し

て

い

年

六

回

定

例

の

相

談

所

を

開

き

還

付

金

を

受

け

取

っ

て

く

だ

さ

ま

す

。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

意
見
及
び
情
報
の
交
換
を
行
っ

ゎ

て

お

り

ま

す

。

詳

し

い

こ

と

は

、

お

近

く

の

い

し

ま

す

。

ヵ
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翌
．
羞
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乳
咲
唸
哀
忍
5
9
餘
翌
鶯
隠
翠
恕
翠
娯
玲
翠
翌
器
塔
喜
醤
喜
姦
忍
索
忍
滋
認
賽
翌
芦

UL

乳

児

健

康

相

談

母

親

学

級

登

記

・

人

権

・

法

律

行

政

相

談

韓
と
き
、
十
月
五
日
と
き
、
十
月
七
日
相

H認
畝
翫
~
~
き
十
月
五
日

広

十

三

時

ー

十

五

時

十

三

時

ー

十

五

時

十

月

一

日

九

時

ー

十

六

時

と
こ
ろ
、
肱
川
町

公

民

館

と

こ

ろ

、

肱

川

町

公

民

館

十

時

ー
十

五

時

肱

川
町
公
民
館

学

修

内

容

肱

川
町
公
民
館

。

妊

娠

の

生

理

と

母

乳

の

意

無

料

義

秋
の
道
路
愛
護
テ
ー
は

十
月
十
六
日 おしらせの

ペ ―ージ

と
こ
ろ

相
談
料

と

き ！
 

Ci 

と
こ
ろ

と
税
務
署
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
特
別
減
税

還
付
の
請
求
を
早
く

◇心配ごと相談◇
“お気軽に相談所へ"

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

！ 

1 相談 I 担当相談員

9月25日 谷本、兵頭、都谷相談員

10月5日 宮本、下石相談員

10月15日 長田、坂本相談員

10月25日 楠野、山中相談員

役 所（国、県、町）や公 社（国鉄
電々公社、専売公社など）の仕事について 学

校
だ
よ
り

大
谷
小
学
校

教
育
の
見
な
お
し
が
さ
け
ば

れ
、
地
域
の
教
育
を
、
考
え
よ
う

と
い
わ
れ
て
い
る
と
き
、
私
達

も
そ
の
本
質
の
手
掛
り
を
つ
か

む
た
め
、
夏
休
み
に
部
落
出
張

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
あ
る
部
落
の
話
し
合
い

の
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

0
ラ
ジ
オ
体
操
は
日
曜
日
も

行
な
っ
て
い
る
。

〇
昔
と
比
較
し
て
近
頃
の
子

ど
も
は
ど
う
か
。

昔
は
手
つ
だ
い
を
よ
く
し

こ。t
 

手
伝
い
は
勤
労
精
神
を
養

う
の
で
、
大
い
に
さ
せ
た
い
。

中
学
校
と
の
懇
談
会
で
は
‘

「
手
つ
だ
い
の
日
」
を
決
め

る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

手
伝
い
は
自
発
的
に
や
る

よ
う
に
さ
せ
た
い
。

．
学
校

で
は
、
「
手
伝
い
を
し
ょ
う
」

と
い
う
指
導
は
や
っ
て
も

ら
っ
て
る
の
だ
ろ
う
か
。

〇
授
業
日
の
帰
宅
が
遅
い
の

で
、
宿
題
を
少
な
く
し
て

家
族
と
話
し
合
え
る
時
間

を
多
く
と
る
よ
う
に
し
た

、。
..> 

〇
当
部
落
の
児
童
に
は
、
目

上
に
対
し
て
口
答
え
を
し

た
り
、
横
着
を
言
っ
た
り

す
る
児
童
は
一
人
も
な
く
‘

学
校
教
育
に
感
謝
し
て
い

る
。
挨
拶
の
指
導
に
お
い

て
は
、
家
族
同
志
の
挨
拶

まのいら員村
行す解てのをご行

道路 政゜決の役委と政

亘 • こここ 相あご所嘱に

行

o G oo o 公社 とせ邦
談 つ相やし＿喜政

；動： ◎ :悶税` ⑪□》li``暑
◎◎芦こ国 ＠ ；、そ、旦ぷ旦翡度

▽テキパキやってもらえない 、 そと
▽どうにかしてもらいたぃ 0 - . -- ~~ 
▽どうしてよいかわからない 相一愛ん相相'---
▽こうしてほしい 談--媛下談談

ン などの苦情・要望・意見のある方は、どんな小さなことでも
ご相談に応じ、親身になってお世話いたします。

はへ電行 鹿委は U
無 ご 政 野 貝 ‘ し ：

行にと二十月た解を じん設川 1毎 れ料相杉監へ川
わ各しは二十めしみ行行ての し 町十月定まで談山察電 ? ~さ
な竺て、謬見合 今、；、宮靡靡;‘眉て、 怠命骨悶 t誓［日局云闘 ［マ｝一
す 行 全
゜事国週＇

期か年たん談談 t談み館-＾談 はい二 〇
間らもだに制週 になでに九所 守 ゜七 八保 力‘

が的 t日1を二十く理度間 応さ開肱時を ら 七 - さ

法の日週間 -10月1日から一
な
ど
と
て
も
気
持
ち
の
よ

い
も
の
で
あ
る
。

0
家
庭
の
日
の
過
ご
し
方

誕
生
日
（
子
ど
も
の
み
）
に

．
は
、
お
祝
い
を
し
て
や
る
。

生
ま
れ
た
と
き
の
こ
と
を

話
し
て
や
る
と
、
と
て
も

喜
ん
で
聞
く
。

〇
敬
老
の
日
に
は
絵
を
か
い

て
も
ら
う
か
大
事
に
し
ま

っ
て
い
る
。
年
々
上
手
に

な
っ
て
い
て
、
孫
か
ら
も

ら
う
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。

0
家
族
と
の
話
し
合
い

昔
話
し
を
と
て
も
喜
ぶ
の

で
、
な
つ
か
し
い
思
い
出

と
な
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
話

し
て
や
り
た
い
。

こ
の
部
落
の
特
徴
に
つ
い
て
、

十
月
一
日
か
ら
一

週
間
は
「
法
の
日
」

週
間
で
す
。

私
た
ち
の
く
ら
し

の
中
で
、
法
律
は
水

や
空
気
の
よ
う
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

「
自
分
の
権
利
や

自
由
ば
か
り
を
主
張

し
て
は
い
ま
せ
ん
か
」

「
ま
わ
り
の
人
の
立

場
も
考
え
て
い
ま
す

か
」
「
騒
音
や
悪
臭

な
ど
で
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
」
。

法
の
日
を
機
会
に

私
た
ち
の
身
近
な
問

題
を
考
え
て
み
ま
し

よ、つ。最
近
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
ニ
ュ

ー
ス
を
賑

し
て
い
る
人
質
事
件

や
、
交
通
事
故
に
よ

る
死
傷
等
人
命
軽
視

に
よ
る
事
件
は
言
う

に
及
ば
ず
、
身
近
な

こ
と
で
、
隣
近
所
の

い
や
が
ら
せ
、
家
庭

あ
る
ご
老
人
が
こ
の
よ
う
に
言

わ
れ
ま
し
た
。

「
私
の
知
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、

昔
か
ら
警
察
の
ご
や
っ
か
い
に

な
っ
た
者
は
一
人
も
あ
り
ま
せ

ん
。
然
し
社
会
の
指
導
者
と
い

う
か
、
偉
い
人
も
で
て
お
り
ま

せ
ん
な
」
と
。

そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
、
子

供
達
は
、
た
い
へ
ん
素
直
で
お

と
な
し
く
、
ま
じ
め
で
、
け
ん

か
な
ど
す
る
者
も
あ
り
ま
せ
ん
。

平
和
な
部
落
で
、
近
所
隣
り

が
一
家
族
の
よ
う
に
仲
よ
く
し

て
い
る
が
、
何
か
活
気
と
い
う

か
、
覇
気
と
い
う
か
、
内
に
秘

め
た
「
や
る
ぞ
」
と
い
う
気
迫

が
な
い
。
こ
れ
が
、
こ
の
地
区

の
今
後
の
教
育
課
題
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

内
の
ト
ラ
ブ
ル
、
借
地
借
家
の

も
め
ご
と
、
不
当
な
差
別
事
件

な
ど
は
一
部
の
人
が
法
律
を
無

視
し
た
た
め
に
起
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
か
法
に
親

し
み
、
法
を
尊
重
し
、
お
互
い

の
権
利
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
る
＜
住
み
よ
い
社
会
が
築
か

れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
中
で
、
法
が
無

視
さ
れ
人
権
を
侵
さ
れ
た
り
、

侵
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

又
は
、
離
婚
‘
扶
養
、
相
続
、

金
銭
貸
借
等
法
律
問
題
で
お
悩

み
の
方
は
、
人
権
擁
護
委
員
か

法
務
局
大
洲
支
局
へ
ご
相
談
下

さ
い
。な

お
、
法
の
日
の
行
事
と
し

て
登
記
、
人
権
、
法
律
相
談
所

（
お
知
ら
せ
欄
参
照
）
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

当
町
の
人
権
擁
護
委
員

大

谷

都

谷

文

雄

さ

ん

中

居

谷

飛

野

虎

生

さ

ん

鼻曇


